
 

 

政策会議付議事案書（令和４年１１月８日） 

提案課名 まちづくり計画課 

報告者名 佐 藤 靖 浩 

事案名 水無川「風の道」構想に定める構想路線について 資料 有 

目
的
・
必
要
性 

 水無川「風の道」構想は、「自然環境とのふれあい」と「良好な交通環境の創出」

を２本の柱とし、「市民生活に潤いを持たせる空間の創出」と「地域の活性化に向け

た連携軸の整備」の実現を目指して平成２２年５月に策定し、みずなし川緑地の整備

等を推進してきました。 

この度、構想の実現を進めるため、水無川右岸の構想路線について、具体的な取り

扱いを定めるものです。 

経
過
・
検
討
結
果 

平成２２年５月   水無川「風の道」構想において、水無川右岸の富士見大橋から

桜橋、桜橋から秦野橋及び常盤橋から新常盤橋までの区間につい

て、構想路線に位置付ける。 

平成２８年３月   常盤橋から新常盤橋の区間について、本市の都市交通マスター

プランである「はだの交通計画」改定に当たり、将来交通量を踏

まえた将来道路網より除外される。 

平成２８年５月   桜橋から秦野橋の区間の市有地（貸付地）について、住宅（１

棟）の建て替えに伴い道路用地として空地（W=3.5m）を確保した。 

令和 ４ 年７月   桜橋から秦野橋の区間の市有地（貸付地）及び民有地について、

既存住宅（合計２棟）の建て替え相談を受ける。 

決
定
等
を
要
す
る
事
項 

水無川「風の道」構想に定める水無川右岸の構想路線について、次の取り扱いとす

ること。 

（１）区間別の考え方 

ア 富士見大橋～緑風橋 

 平成２７年度の「はだの交通計画」改定時の将来交通量推計において、人口

減少に伴い将来交通量も減少し、既存の（都）秦野水無川線（左岸）により交

通処理が十分可能と見込まれることから、新たな道路の整備は行わない。 

イ 緑風橋～桜橋 

 既存道路や市有地等の活用により、魅力ある空間の整備及び歩行者動線の充

実・安全を図るため、市道「上今川町７号線」を基本に有効幅員4.0メートル

以上を確保する。 

ウ 桜橋～秦野橋 

 イの目的と同様に市有地等を活用し、河川の護岸上部に歩行空間（歩行者自

転車専用道）として有効幅員3.5メートルを確保する。 

エ 常盤橋～新常盤橋 

 アと同様に将来交通量推計上、交通処理を目的とした道路整備は必要ない

が、都市計画道路駅前水無川線の位置付けがある常盤橋の架け替えに支障が生

じないように空地確保を図る。 

（２）確保した用地の取扱い 

（１）に基づき、対象となる路線内の市貸付地及び民有地について、契約更新や建

築行為等の土地利用の際に、道路用地として空地確保を図り、確保した用地につい

ては、随時、整備（建設部対応）を行う。 

 議題２ 
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今
後
の
取
扱
い 

今後、構想路線の整備促進を図るため、本市のシンボルでもある水無川沿線のまち

づくりに関連した交付金事業について調査研究していきます。 
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資料１－１ 
水無川「風の道」構想Ｐ5～６ 抜粋 

- 3 -


